
いの町の医療救護の目指す姿　 南海トラフ地震(L1)、夏の昼12時に発生したと想定

     ※１：医療機関アンケート調査結果（H28.6）

　　 ※2：医療従事者数（）は、いの町在住者数

Ｌ２想定の道理啓開計画 

・吾北総合支所→R33･R439･R194（3.7日）R33･R194（16.4日） 

・本川総合支所→27.5日     

医薬品在庫管理 

拠点調剤薬局 
【薬剤師】 自家発電機・水は、要整備 

病院･診療所 
（透析患者･外来患者・急患等） 

福祉避難所  

い の 町 災 害 対 策 本 部  
 ほけん福祉部 総務部 

出納部・土木部・町民部・産業部 

    環境上下水道部・教育部・消防部 

    仁淀病院災害対策本部 （災害拠点病院 ・救護病院） 

・本部長（院長）・副本部長（事務長・医局長） 

   診療本部・医局長 

・受付･ﾄﾘｱｰｼﾞ班・赤ｴﾘｱ･黄ｴﾘｱ  

・診療班・入院班・遺体安置担当班 

・既入院患者対応班 

管理本部・事務長 

 ・施設･設備管理班 ・危機管理班 

 ・被害情報収集班 ・行政連絡班 

 ・医薬品調達班 ・給食班  

 ・食糧･日用品調達班  

すこやかセンター伊野 

DMAT活動拠点本部 

避難所の状況把握とｱｾｽﾒﾝﾄ 
（無線機・衛星携帯電話・メール・人力）   

・被害状況や道路啓開情報の収集  

・重油やガソリン、食糧の調達 

・搬送手段等の確保 等 

○薬局薬剤師 

 →拠点薬局へ参集、いの町の指示を受け活動 

    開始（拠点薬局・医療救護所） 

  →診療医療機関の門前薬局は、自薬局で調剤        

 いの町災害対策本部は､町災害医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰと仁淀病院院長（県災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-）の医学的な助言を受

け､町全体の医療救護活動の総合調整を行います。災害時は、町内の人や物を総動員し、官民協働の総力戦による

医療救護活動体制を迅速に整備し、助かった命をつなぎます。 

負傷者の流れ 

目指す姿の実現に向けた課題 

 【町全体】 〇住民への普及啓発→災害時の医療救護体制の周知・迅速な医療ﾆｰｽﾞの集約・応急手当の習熟・避難時のお薬手帳や常備薬の持参 

        〇災害医療救護訓練を通じた各機関の連携体制の強化・仁淀病院の入院患者満床時の受入れ先の確保  〇国道194号線の早期啓開 

 【吾北・本川地区】 〇医療従事者の確保（休診時・居住地から勤務地への医療従事者の搬送手段の確保） 

              〇仮設医療救護所の開設・運営体制の整備と訓練による検証（医療資機材や患者搬送体制の確保・関係機関の連携強化・DMAT早期受入れ要

本川地区 

・人口 497人 （2．1 %） 

・負傷者総数  6人  

 ●1人 ●1人 ●4人 
・避難所数 １６  

・酸素療法患者1人 

吾北地区 

・人口  2,434人 （10．2 %)  

・負傷者総数  30人 

 ●3人 ●6人  ●21人  
・避難所数 17  

・酸素療法患者2人 

・人工透析患者4人     

仮設医療救護所 
 

吾北診療所 

吾北総合支所 

吾北分署 
救急救命士４ 

高岩診療所 

吾北荘 

さくら病院 

柳瀬診療所 

町田整形外科 

石川記念病院 

西村整形外科 

森木病院※1 

いの病院 
仁淀清流苑 

仁淀病院 
偕楽荘 

田村ｶﾙﾃﾞｨｵｸﾘﾆｯｸ 
宮内医院 

やまおか眼科 
WESTほね関節ｸﾘﾆｯｸ 

高岡内科 

とんぼｸﾘﾆｯｸ 
山内内科 

天王診療所 

枝川地区 

・人口 6,046人  (25．5 .%)  

・負傷者総数  75人 

 ●8人 ●15人 ●52人  
・避難所数 ９ 

天王･池ノ内・八田地区 

・人口 5,259人（22．1 %） 

・負傷者総数  65人 

 ●6人 ●13人 ●46人 
・避難所数 ９ 

伊野地区 

・人口 5,918人  (25．0 %)  

・負傷者総数  74人 

 ●7人 ●15人 ●52人 
・避難所数 １９  

神谷地区 

・人口 1,219人  (5．1 %)  

・負傷者総数  15人 

 ●2人 ●3人 ●10人  
・避難所数 １０ 

三瀬地区 

・人口 468人 (2．0 %)  

・負傷者総数  6人 

  ●1人 ●1人 ●4人  
・避難所数 ７ 

本川・吾北地区 

ヘリ搬送  
・医療救護所 

・孤立地域 ・域内(外)搬送   

・吾北地区 車両搬送（439号線） 

日比原診療所 

医療救護所 
 【医師４名(３）・看護師７名(５)・薬剤師 】※1・※２ 

 

災害拠点病院・救護病院（仁淀病院）  
  【医師9名(3名)､看護師60名(21名)】 ※1・※2  

避難所 

通院患者(慢性疾患等)

要医療者（かぜ等） 

・重症患者（赤） 

・中等症患者（黄） 

・重点継続医療者(酸素療養者) 

負傷者 

いの町の人口 23,736人（H28.4.1現在） 

 ・負傷者総数 295人 （● 30人 ● 59人  ● 206人 ） 

 ・死亡者数 21人 ・避難者数 905人 

 ・在宅（70）→人工呼吸器装着者1・酸素療法患者26・人工透析患者43 (※1) 

 ・入院患者(39)→酸素療法患者18・人工透析患者21（※1) 

本川災対支部 

吾北災対支部 

薬 局 

○無床診療所の医師・看護師等 
 →医療救護所(仁淀病院)へ参集、ほけん福祉課と町災害医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの指示を受け活動開始する。  

 →自院で診療 ※医療救護所へ参集可能な無床診療所の医師は、輪番制とする。   

　病院・有床診療所の状況　（＊１） （）仁淀病院 別掲 
外来患者数 救急患者数 入院患者数 病床数 空床数

病院 5 340 (175) 2 (2) 337 (82) 397 (100) 60 (18)
有床診療所 3 217 0 30 38 8

計 557 (175) 2 (2) 367 (82) 435 (100) 68 (18)
有床診療所１は、休床中（18床）

伊野地区 

病院部 

    医療救護所 
 

          消防署 
 

     病院・有床診療所 
 

      介護老人保健施設 
 

     特別養護老人ﾎｰﾑ 
 

        ヘリポート 
 

  ※１  人工透析機関 
 

      診療所 （無床） 
 

      薬局                

川内地区 

・人口 1,905人  (8．0 %)  

・負傷者総数  24人 

  ●2人 ●5人 ●17人  
・避難所数 ７ 

・本川地区 車両搬送（194号線） ・愛媛県西条市   

　・吾北診療所 （木曜午後）

　　→仁淀病院から派遣： 医師 1・看護師１　*1

　・日比原診療所　（水・金曜午後）
　・高岩診療所 （月～土曜午前）

　　→さくら病院から派遣：医師１・看護師1～２名　*1

　・３ヶ所管理→月・火・水・金曜診療

　・医師 1人（0） ・看護師 3人（3）  *1

<無床診療所の状況>　*1

伊野･川内 枝川 天王･池ノ内・八田 神谷･三瀬

診療所数 5 2 1 1(病院）

医師数 7人（5） 2人（1） 1人（1） 2人（0）
看護師数 18人（15） 5人（3） 1人（1） 4人（4）

（）は、管内在住医療従事者数

194号線 の啓開日数 

・吾北（16.4 日）・本川 （27.5日） 

仮設医療救護所 

平成28年12月現在 

越裏門出張診療所 

長沢診療所 

       （18床休床） 

本川総合支所 

大橋出張診療所 ・仁淀川町・越知町 

・本山町   


